
苦
い
「
キ
ニ
ー
ネ
」
を
続
け
て
飲
め
と
言
わ
れ
た
。
黄
色
い
あ

の
薬
を
続
け
て
飲
ま
ぬ
と
、
内
地
へ
帰
っ
て
か
ら
再
発
す
る
と

軍
医
が
言
っ
た
の
で
、
お
陰
で
帰
っ
て
か
ら
マ
ラ
リ
ア
は
再
発

し
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
八
日
、
北
海
道
の
函
館
港
に
着
い

た
。
復
員
し
た
仲
間
は
将
校
が
多
か
っ
た
。
仲
の
良
か
っ
た
奈

良
県
の
屋
根
谷
義
光
氏
は
、
戦
没
者
の
た
め
に
靖
国
神
社
で
慰

霊
祭
を
挙
行
し
て
く
れ
て
い
る
。
私
は
、
妻
の
体
が
悪
い
の
で

あ
ま
り
出
席
し
て
い
な
い
が
、
卒
業
後
、
内
地
勤
務
と
な
っ
た

予
備
士
官
学
校
の
連
中
は
生
き
て
い
る
者
が
多
い
が
、
北
樺
太

の
者
と
、
満
州
の
原
隊
へ
帰
っ
た
人
に
は
戦
没
者
が
多
い
。

そ
れ
に
引
き
代
え
、
私
は
北
支
の
司
令
部
へ
行
っ
た
の
で
助

か
っ
て
今
も
生
き
て
い
る
。
私
は
生
き
て
還
っ
た
の
で
、
人
の

た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

妻
の
手
が
は
な
せ
ぬ
の
で
、

シ
ベ
リ
ア
墓
参
に
も
満
州
に
も
行
っ
て
い
な
い
。

昭
和
二
十
三
年
一
月
、
農
業
会
に
入
り
、
そ
れ
が
三
月
、
協

同
組
合
と
な
り
、
四
十
年
に
は
松
山
市
の
農
協
に
入
っ
た
。
そ

こ
で
良
か
っ
た
と
思
う
の
は
「
相
互
扶
助
の
精
神
の
実
践
」
で

あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
か
ら
函
館
港
に
着
き
、
内
地
へ
帰
る
。
汽
車

の
中
で
「
二
宮
尊
徳
の
報
徳
の
精
神
」
を
軍
隊
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
を
通
じ
、
得
た
も
の
で
あ
る
。「
一
人
は
万
人
の
た
め
、
万

人
は
一
人
の
た
め
に
」
農
協
ビ
ル
の
玄
関
に
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
私
は
、
農
協
勤
務
中
、
そ
の
碑
文
を
常
に
見
な
が
ら
、

心
に
感
じ
な
が
ら
、
戦
後
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

酷
寒
の
満
州
で
、
ソ
連
陣
地
と
相
対
し
て
の
勤
務
、
予
備
士

官
学
校
で
の
厳
し
い
訓
練
、
教
育
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生

活
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
体
験
を
「
一
人
は
万
人
の
た
め
、

万
人
は
一
人
の
た
め
」
の
具
現
化
に
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

張
鼓
峯
参
戦
以
来

通
信
隊
一
筋
の
軍
務
　 

秋
田
県
　
小
松
武
雄
　 

私
の
軍
歴
は
以
下
の
通
り
で
す
。

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
五
日
、
現
役
兵
と
し
て
、
第
十
九
師

団
歩
兵
第
七
十
四
連
隊
通
信
隊
に
入
隊
、
朝
鮮
咸
興
。



昭
和
十
三
年
三
月
二
日
、
一
期
検
閲
終
了
後
、
咸
興
発
、
同

月
三
日
、
羅
南
着
、
第
十
九
師
団
通
信
隊
に
編
入
。
同
年
五
月

二
十
日
、
教
育
終
了
、
羅
南
発
咸
興
着
。
同
年
六
月
一
日
、
歩

兵
第
七
十
四
連
隊
で
支
那
事
変
勤
務
。

同
年
七
月
二
十
日
、
動
員
、
応
急
派
兵
令
（
張
彰
峯
事
件
）

。

同
年
同
月
二
十
三
日
、
新
阿
山
通
過
、
同
日
慶
興
着
（
張
彰

峯
付
近
）

、
張
鼓
峯
事
件
の
戦
闘
に
参
加
。

私
は
、
秋
田
県
仙
北
郡
四
ッ
屋
宇
上
前
村
一
〇
三
ノ
三
ノ
三

（
現
在
の
大
曲
市
四
ッ
屋
字
上
前
村
）
で
、
農
家
の
長
男
と
し

て
、
大
正
六
年
三
月
十
四
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
年
三

月
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
農
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
父
は
鉄
道

の
職
員
で
し
た
が
汽
車
に
触
れ
殉
職
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
扶

養
手
当
を
貰
い
な
が
ら
母
と
祖
父
が
農
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
数
年
後
に
農
業
会
に
勤
め
て
い
な
が
ら
青
年
学
校
で
教
練

の
助
手
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
徴
集
兵
と
し
て
、
兵
隊
検
査
を
受
け
甲
種
合
格

で
し
た
。
当
時
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
に
は
支
那
事
変
（
日

中
事
変
）
が
勃
発
し
て
お
り
、
国
難
と
叫
ば
れ
た
非
常
時
で
あ

り
ま
し
た
。
家
に
老
齢
の
祖
父
と
母
を
残
し
て
の
入
営
で
、
令

状
に
は
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
五
日
と
あ
り
、
し
か
も
、
朝
鮮

の
第
十
九
師
団
、
歩
兵
第
七
十
四
連
隊
で
し
た
。
故
郷
を
離
れ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
め
め
し
い
こ
と
な
ど
言
っ
て
お
ら
れ
る

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
隊
は
支
那
事
変
が
始
ま
っ
て
半
年
も
た
っ
て
い
な
い
し
、

私
自
身
は
青
年
学
校
の
教
練
助
手
な
ど
し
て
い
た
関
係
も
あ
っ

て
か
、
国
防
婦
人
会
の
人
々
は
エ
プ
ロ
ン
に
襷
を
か
け
、
親
戚

知
人
と
共
に
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
印
象
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

入
営
す
る
部
隊
が
内
地
で
は
な
い
の
で
、
大
阪
に
集
合
し
、

そ
の
中
に
羅
南
へ
行
く
同
級
生
も
い
ま
し
た
。
船
に
は
初
年
兵

ば
か
り
が
乗
船
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
我
々
は

歩
兵
第
七
十
四
連
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
通
信
中
隊
は
連
隊
で

初
め
て
出
来
た
の
で
、
山
の
上
の
新
し
い
兵
舎
で
し
た
。
隊
か

ら
は
咸
興
の
駅
が
真
下
に
見
え
、
汽
車
の
汽
笛
を
聞
く
度
に
望

郷
の
念
に
か
ら
れ
、
遠
く
へ
来
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

付
近
の
情
景
も
違
っ
て
い
て
、
内
地
で
は
馬
を
使
っ
て
い
ま

し
た
が
、
朝
鮮
で
は
馬
で
な
く
牛
車
で
し
た
。
山
に
は
樹
木
は



無
く
禿
げ
て
い
て
、
朝
鮮
へ
来
た
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
燃
料

は
松
の
葉
な
ど
を
オ
ン
ド
ル
に
入
れ
て
炊
い
て
い
た
し
、
女
性

が
荷
物
を
頭
の
上
に
載
せ
て
歩
い
て
い
ま
し
た
。

通
信
隊
で
は
、
助
教
（
兵
長
か
、
優
秀
な
上
等
兵
）
が
各
大

隊
か
ら
通
っ
て
来
ま
す
。
隊
内
は
全
部
初
年
兵
で
、
頭
に
つ
っ

か
え
る
よ
う
な
古
兵
が
い
な
い
の
で
、
我
々
通
信
兵
の
初
年
兵

に
対
す
る
内
務
班
で
の
待
遇
は
良
い
も
の
で
し
た
。
従
っ
て
、

他
の
隊
や
、
今
ま
で
考
え
て
い
た
よ
う
な
初
年
兵
の
苦
し
み
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

通
信
隊
に
は
、
中
隊
長
と
少
尉
の
教
官
、
内
務
班
に
は
下
士

官
の
班
長
一
人
で
、
古
参
兵
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
運
が
良
か
っ

た
の
で
す
。
通
信
は
技
術
を
覚
え
る
の
が
大
半
で
あ
り
、
私
は

無
線
で
電
信
の
キ
ー
を
叩
く
（
モ
ー
ル
ス
等
の
）
の
で
、
重
い

物
は
持
た
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
通
信
隊
が
新
し
く
で
き
た
時

な
の
で
、
教
育
の
重
点
は
通
信
技
術
で
あ
り
ま
し
た
。

軍
隊
で
楽
な
の
は
、「
一
に
通
信
、
二
に
ラ
ッ
パ
」
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
学
科
が
多
く
、
ま
た
隊
員

の
中
に
は
、
無
線
教
習
所
や
船
舶
無
線
の
人
々
が
多
く
、
農
業

の
私
は
技
術
的
に
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
部
隊

に
は
、
通
信
講
堂
と
い
う
別
棟
の
建
物
が
あ
り
、
通
信
機
を
何

時
で
も
使
え
る
よ
う
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
消

灯
後
も
一
室
は
十
時
ま
で
電
灯
を
点
け
て
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
っ
た
く
の
素
人
、
し
か
も
、
農
家
の
手
首
の
固
い
私
な

ど
が
、
プ
ロ
に
混
じ
っ
て
教
育
を
受
け
る
の
で
す
か
ら
、
肉
体

的
な
苦
し
み
は
な
く
と
も
、
一
日
も
早
く
、
一
時
も
無
駄
な
く

勉
強
し
な
け
れ
ば
、
と
て
も
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
軍
隊
は
真
面
目
と
体
力
と
い
い
ま
す
が
、
無
線
の
技
術
は
そ

う
い
う
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
我
な
が
ら
、

毎
日
特
別
点
灯
の
部
屋
で
、
病
気
に
も
な
ら
ず
、
よ
く
勉
強
し

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
お
ぼ
え
ら
れ
ぬ

の
で
す
か
ら
。

発
信
、
受
信
、
発
電
、
送
受
信
者
と
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は

送
受
信
で
し
た
。
電
文
は
生
で
な
く
、
暗
号
で
来
る
の
で
す
か

ら
暗
号
班
は
別
教
育
で
し
た
。
無
線
で
も
携
帯
用
の
六
号
無
線

教
育
は
別
で
あ
り
ま
し
た
。
我
々
は
、
無
線
機
を
駄
馬
に
積
ん

で
行
き
、
発
電
は
一
人
で
手
回
し
で
し
ま
す
。
三
号
無
線
と
な

る
と
大
き
く
、
遠
方
と
受
送
信
す
る
か
ら
、
発
電
は
二
人
で
廻



し
て
い
ま
し
た
。

張
鼓
峯
事
件
の
時
は
、
私
は
師
団
無
線
で
し
た
か
ら
、
師
団

長
閣
下
の
隣
の
壕
に
い
ま
し
た
。
師
団
命
令
を
出
す
。
各
部
隊

か
ら
報
告
が
来
る
。
あ
の
二
、
三
ヵ
月
間
は
随
分
と
緊
張
し
ま

し
た
。
自
分
の
第
七
十
四
連
隊
で
は
一
個
大
隊
が
全
滅
す
る
な

ど
犠
牲
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
報
告
も
命
令
も
、
師
団
無
線
を
通

じ
て
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
連
の
少
年
兵
を
捕
虜
に
し
た

知
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。

張
鼓
峯
の
戦
闘
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
と
違
っ
て
局
地
戦
で

す
か
ら
、
第
十
九
師
団
が
主
力
で
し
た
。
あ
の
時
犠
牲
者
は
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
公
表
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
細

か
い
こ
と
な
ど
は
、
我
々
下
部
の
兵
隊
に
は
判
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
中
隊
や
、
小
隊
な
ど
の
下
士
官
か
ら
、
兵
よ
り
は
重
要

な
情
報
を
、
そ
れ
と
な
し
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
件
が
終
了
し
て
、
我
々
は
、
九
月
中
旬
に
原
隊
に
復
帰
し

ま
し
た
が
、
教
育
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
の
で
す
。
モ
ー
ル
ス
を

覚
え
る
の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
他
の
通
信
関
係
職
業
だ
っ
た

兵
隊
は
、
モ
ー
ル
ス
な
ど
の
基
礎
は
で
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

そ
の
ハ
ン
デ
ィ
は
プ
ロ
と
素
人
の
差
以
上
で
す
。
し
か
し
、
こ

ん
な
言
い
訳
は
軍
隊
で
は
通
じ
ま
せ
ん
。
二
年
兵
に
な
っ
た
ら

分
隊
長
的
役
割
で
、
他
の
通
信
関
係
の
兵
を
掌
握
す
る
の
が
仕

事
で
す
。
内
地
で
は
、
作
業
隊
や
無
線
教
習
所
な
ど
へ
分
遣
し

ま
し
た
。

私
は
昭
和
十
五
年
八
月
三
十
日
、
弘
前
の
北
部
第
二
十
二
部

隊
、
師
団
通
信
隊
で
召
集
解
除
に
な
り
、
二
年
九
ヵ
月
の
朝
鮮

及
び
内
地
で
の
勤
務
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
七
月
十
七
日
、
臨
時
召
集
を
受
け
秋
田
の
歩
兵

第
一
一
七
連
隊
の
通
信
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
一
日
、

移
駐
部
隊
と
共
に
満
州
へ
移
駐
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
列
車
で

秋
田
駅
出
発
、
大
阪
―
釜
山
―
鮮
満
国
境
を
通
過
し
、
黒
河
省

■
琿
県
山
神
府
へ
着
。
十
一
月
一
日
軍
曹
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
七

年
十
一
月
四
日
、
関
東
軍
の
通
信
教
育
隊
に
教
育
要
員
の
教
育

の
た
め
分
遣
さ
れ
ま
し
た
。

満
州
で
の
一
番
の
思
い
出
は
寒
か
っ
た
こ
と
。
満
州
で
の
初

め
て
の
冬
で
し
た
が
、
私
等
は
技
術
、
学
問
等
の
教
育
だ
か
ら

室
内
が
多
く
助
か
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
四
月
、
秋
田
の
歩
兵
第
一
一
七
隊
へ
帰
り
ま
す

が
、
留
守
隊
で
し
た
の
で
、
私
は
衛
兵
司
令
を
や
ら
さ
れ
ま
し



た
。
一
般
兵
科
で
な
く
通
信
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
の
で
一
度
も

経
験
が
な
く
、
中
隊
長
に
申
し
た
ら
、
前
日
見
学
に
行
く
よ
う

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
衛
兵
司
令
に
つ
い
た
時
、
運
悪
く
旅
団
長

閣
下
が
衛
門
を
入
っ
て
来
ら
れ
泡
を
食
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
欠
礼
し
て
は
大
変
、
衛
兵
整
列
は
、
ラ
ッ
パ
の
吹
奏
は
？

と
。昭
和
十
八
年
五
月
七
日
、
召
集
解
除
と
な
り
自
宅
へ
帰
り
ま

し
た
ら
、
二
十
年
に
農
家
の
長
男
を
集
め
て
食
糧
増
産
隊
が
で

き
、
農
士
学
校
の
指
導
員
を
嘱
託
さ
れ
ま
し
た
。
三
ヵ
月
位
、

徴
用
令
で
、
茨
城
県
内
原
訓
練
所
で
教
育
も
受
け
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
三
十
一
日
、
秋
田
県
知
事
よ
り
、
秋
田
県

仙
北
郡
飯
詰
村
立
第
四
農
士
学
校
（
食
糧
増
産
隊
）
指
導
員
を

嘱
託
さ
れ
ま
し
た
。
在
郷
軍
人
の
教
育
の
廠
舎
が
あ
り
、
そ
こ

で
農
家
の
長
男
を
集
め
食
糧
増
産
隊
を
作
っ
た
の
で
し
た
。

今
も
そ
れ
ら
の
辞
令
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
十
九
年
三

月
十
八
日
付
で
、「
食
糧
増
産
隊
秋
田
県
大
隊
幹
部
を
命
ず
」

「
食
糧
増
産
隊
幹
部
　
第
四
中
隊
第
二
小
隊
長
を
命
ず
」

な
ど
、

書
い
て
あ
り
ま
す
。「
農
業
報
國
聯
盟
秋
田
県
支
部
長
　
長
船

克
己
」
名
の
も
の
で
す
。

昭
和
十
二
年
十
二
月
か
ら
、
軍
務
に
連
続
し
て
勤
務
し
、
十

八
年
五
月
、
軍
務
を
終
え
、
内
地
の
食
糧
増
産
の
指
導
員
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
、

農
林
省
関
係
の
農
業
災
害
補
償
法
が
で
き
、
補
償
事
務
を
ず
っ

と
や
っ
て
定
年
を
迎
え
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
自

分
の
農
地
は
委
託
耕
作
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

【
解

説
】

昭
和
十
三
年
七
月
九
日
　
満
州
南
東
部
国
境
付
近
の
張
鼓
峯
に

ソ
連
兵
進
出
し
陣
地
構
築
開
始
を
確
認
（
張
鼓
峯
事
件
の
発

生
）

同
年
七
月
十
一
日
　
張
鼓
峯
で
国
境
紛
争
起
る

同
年
七
月
十
六
日
　
大
本
営
、
朝
鮮
軍
の
張
鼓
峯
方
面
に
兵
力

集
中
を
認
可
（
実
力
行
使
は
別
命
と
発
令
）

同
年
同
月
十
七
日
　
朝
鮮
軍
、
第
十
九
師
団
に
国
境
集
結
待
機

を
下
令

同
年
同
月
二
十
日
　
天
皇
、
動
員
案
の
裁
可
を
保
留
、
参
謀
総

長
・
陸
軍
大
臣
に
張
鼓
峯
で
の
武
力
行
使
差
止
め

参
謀
総
長
、
張
鼓
峯
に
お
け
る
実
力
行
使
の
大
命
案
上
奏
を



保
留

同
年
同
月
同
日
　
駐
ソ
重
光
大
使
、
張
鼓
峯
事
件
に
つ
い
て
ソ

連
兵
に
撤
退
を
要
求
、
ソ
連
拒
絶

同
年
七
月
二
十
一
日
　
第
十
九
師
団
、
張
鼓
峯
西
側
高
地
（
将

軍
峯
）
を
占
領

同
年
七
月
二
十
九
日
　
第
十
九
師
団
長
、
独
断
で
沙
草
峰
付
近

の
越
境
ソ
連
兵
の
撃
退
を
下
令

（
同
日
ソ
連
兵
を
撃
退
し
た
が
再
侵
入
）

同
年
同
月
三
十
日
　
第
十
九
師
団
長
独
断
で
張
鼓
峯
付
近
の
越

境
ソ
連
兵
の
駆
逐
を
下
令
し
事
件
拡
大

同
年
同
月
三
十
一
日
　
張
鼓
峯
で
第
十
九
師
団
、
大
命
に
反
し

て
夜
襲
（
沙
草
峯
・
張
鼓
峯
を
占
領
）

同
年
八
月
一
日
　
大
本
営
、
朝
鮮
軍
に
張
鼓
峯
付
近
の
現
進
出

線
の
占
拠
と
警
戒
を
命
じ
不
拡
大
方
針
を
指
示

・
張
鼓
峯
方
面
の
ソ
連
軍
、
砲
爆
撃
を
開
始

同
月
二
日
　
閣
議
、
張
鼓
峯
事
件
不
拡
大
方
針
決
定

・
張
鼓
峯
方
面
の
ソ
連
地
上
軍
、
反
撃
を
開
始

同
月
四
日
　
ウ
ォ
ロ
シ
ー
ロ
フ
、
ソ
連
国
防
人
民
委
員
、
張
鼓

峯
の
奪
回
を
命
令

同
月
六
日
　
張
鼓
峯
で
ソ
連
軍
大
規
模
な
反
撃
を
し
、
日
本
軍

の
死
傷
一
四
四
〇
人

・
第
二
飛
行
集
団
、
関
東
軍
の
命
令
に
よ
り
東
部
国
境
展
開

準
備
下
令

同
月
十
日
　
重
光
・
リ
ト
ビ
ノ
フ
会
談
で
張
鼓
峯
国
境
紛
争
、

日
ソ
停
戦
協
定
成
立
（
八
月
十
一
日
、
零
時
）

同
月
十
一
日
　
大
本
営
、
張
鼓
峯
方
面
の
戦
闘
行
動
停
止
を
発

令
同
月
十
二
日
　
張
鼓
峯
方
面
の
陸
軍
第
一
線
部
隊
、
接
収
開
始

同
月
二
十
一
日
　
重
光
大
使
、
国
境
画
定
委
員
会
議
を
ソ
連
に

提
議

小
松
武
雄
氏
は
初
年
兵
と
し
て
張
鼓
峯
事
件
に
お
い
て
、
七

月
二
十
九
日
よ
り
、
停
戦
（
戦
闘
行
動
停
止
）
命
令
を
受
け
た

八
月
十
一
日
の
間
、
戦
闘
に
参
加
し
た
。

同
年
九
月
十
五
日
、
慶
興
出
発
。
同
日
、
新
阿
山
通
過
。
同

月
十
六
日
、
羅
南
、
師
団
通
信
隊
着
。
同
月
原
隊
、
歩
兵
第
七

十
四
連
隊
に
復
帰
。
昭
和
十
三
年
六
月
十
七
日
よ
り
九
月
三
十

一
日
ま
で
、
原
隊
に
あ
っ
て
支
那
事
変
参
加
。



支
那
事
変
前
ま
で
は
現
役
一
年
六
ヵ
月
で
あ
っ
た
が
、
十
三

年
に
は
現
役
二
年
間
と
な
り
、
除
隊
、
現
役
延
期
、
引
き
続
き

召
集
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
一
日
、
任
陸
軍
伍
長
。
同
月
同
日
、

秋
田
歩
兵
第
十
七
連
隊
留
守
隊
に
転
属
。
清
津
よ
り
新
潟
港
上

陸
。昭
和
十
四
年
二
月
一
日
よ
り
三
月
三
十
一
日
ま
で
支
那
事
変

参
加
。
昭
和
十
五
年
四
月
十
一
日
、
歩
兵
作
業
隊
に
分
遣
。

同
月
二
十
九
日
、
原
隊
復
帰
。
同
年
五
月
三
日
、
無
線
教
育

の
た
め
第
八
師
団
無
線
教
習
所
へ
分
遣
。

同
年
八
月
十
日
、
北
部
第
二
十
二
部
隊
弘
前
の
師
団
通
信
隊

に
転
属
。

八
月
三
十
日
、
召
集
解
除
、
実
在
職
二
年
九
ヵ
月
の
軍
務
。

―
軍
隊
手
帳
抜
粋
―




